
2の補数と負の数のあらわし方
1の補数と2の補数は、次のように求めることができます。

00000011+11111101=100000000

00000011（　3）…

（－3）…

11111100

11111101 2の補数

3 (0)=(-3)+

0011

1111 -0011=1100

10000 -0011=1101

この2の補数を用いて、ある計算をしてみましょう。

00000011+11111101=100000000

00000011（　3）…

（－3）…

11111100

11111101 2の補数

3 (0)=(-3)+

0011

1111 -0011=1100

10000 -0011=1101

このように、ある数値に対する2の補数表現は、そのままその数値の負の値として使える
というわけです。このことからコンピュータは一般に、負の数をあらわすのに2の補数を使い

ます。2の補数は、次のようにすることで簡単に求めることができます。

00000011+11111101=100000000

00000011（　3）…

（－3）…

11111100

11111101 2の補数

3 (0)=(-3)+

0011

1111 -0011=1100

10000 -0011=1101

　ちなみに2の補数の最上位ビットは、符号として扱うことができます。正の数と負の数は、

互いに2の補数表現となる関係にあります。

00000011+11111101=100000000

00000011（　3）…

（－3）…

11111100

11111101 2の補数

3 (0)=(-3)+

0011

1111 -0011=1100

10000 -0011=1101
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